






小児の集団検尿によって従来の病型の幾つかについて,真の発生頻度が次第に

明らかになり,また早期発見,早期治療によりかなりに効果をあげている。これ

らについては各研究者の報告にゆずり,ここには今までの研究成果から見出さ

れた問題点をあげて今後に資する。

最も大切なことは第 1 に集団検尿の最も簡単に,しかも軽症をももらさないよ

うな方法を決定することであり,種々考案されているが何れも一般に認められ

るまでに至っていない。これに努力したが今後に残されている問題の 1つであ

る腎,尿路疾患の発見,診断に尿検査が最も必要,重要で,尿蛋白が最初に検査さ

れるが,とくに試験紙法では多くの複雑な未解決な問題がある。


